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ト

l
マ

ン
に
お
け
る

∞
岱
円
－

mgj］
仙
の

F
W色丹

ス

マ

｜
｜
非
政
治
的
人
聞
か
ら
の
デ
モ
グ
ラ

l
ト
の
誕
生
｜
｜

中

村

昌

子

は
じ
め
に

ト

l
マ
ス
・
マ
ン
に
と
っ
て
「
市
民
L

（
∞
ロ
円
程
之
、
「
市
民
性
」
（
回
口
円
問
。
ユ
片
F
r
o－
）
の
問
題
は
、
生
涯
を
貫
く
重
要
な
問
題
で
あ
り
、

彼
の
作
家
活
動
の
支
柱
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

マ
ン
は
、
市
民
で
あ
る
と
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
市
民
の
属
性
と
は
何
で
あ
る

の
か
を
終
生
問
い
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
と
無
縁
で
あ
る
こ
と
に
高
い
価
値
を
お
く
市
民
像
か
ら
、
「
政
治
的
、
社
会
的
な
事
柄
は

（

1
）
 

人
間
的
な
事
柄
の
一
部
分
を
成
し
て
い
る
」
、
と
い
う
認
識
に
ま
で
到
達
し
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
積
極
的
な
擁
護
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
衝
撃
的
な
体
験
を
契
機
に
、

ト

l
マ
ス
・
マ
ン
の
市
民
像
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
た
の
か
を
、
彼
の
文
学
的
出
発
点
と
な
っ
た
小
説
『
ブ
デ
ン
ブ
ロ

i
ク
家
の
人
々
』
、
戦
争
中
に
書
か
れ
た
論
文
『
非
政
治
的
人
間
の

考
察
』
、
戦
後
に
行
な
わ
れ
た
講
演
『
ド
イ
ツ
共
和
国
に
つ
い
て
』
、
戦
争
を
は
さ
ん
で
前
後
十
一
年
か
か
っ
て
完
成
さ
れ
た
小
説
「
魔
の

山
』
を
中
心
に
検
討
し
、
こ
の
変
化
を
可
能
に
し
た
の
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
マ
ン
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
の

か
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
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ト）

ト

l
マ
ス
・
マ
ン
の
最
初
の
長
篇
小
説
『
ブ
デ
ン
ブ
ロ

l
ク
家
の
人
々
』
が
三
年
近
い
歳
月
を
要
し
て
完
成
さ
れ
た
の
は
、

一
九

O
O年

五
月
、
彼
が
二
五
才
の
と
き
で
あ
る
。
こ
の
小
説
に
は
、
「
あ
る
家
族
の
没
落
」
と
い
う
副
題
が
つ
い
て
い
る
よ
う
に
、
十
日
い
ハ
ン
ザ
都
市

つ
ま
り
ブ
デ
ン
ブ
ロ

l
ク
家
の
没
落
過
程
が

リ
ュ

i
ベ
ッ
ク
の
都
市
貴
族
的
市
民
で
あ
っ
た
マ
ン
の
生
家
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
あ
る
家
族
、

四
代
に
わ
た
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。

中
に
は
、

イ
ン
ゲ
・
デ
ィ

l
ル
セ
ン
に
よ
れ
ば
、
寸
フ
デ
ン
プ
ロ

l
ク
家
の
歴
史
、
こ
の
一
家
の
一
凶
だ
け
の
存
在
で
あ
る
各
個
人
の
特
殊
な
運
命
の

一
九
世
紀
に
お
け
る
市
民
の
発
展
の
一
般
的
傾
向
が
反
映
し
て
い
る
し
口

Q
d
 

円

i

ハ
ン
ス
・
マ
イ
ヤ

l
に
と
っ
て
も
、
「
『
ブ
デ
ン
ブ
ロ

l
グ

（

2
）
 

家
の
人
々
』
は
単
に
一
家
族
の
没
落
を
意
味
す
る
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
白
山
都
市
市
民
階
級
の
没
落
の
陪
史
で
も
あ
る
し
、
で
フ
デ
ン
プ
ロ

（

3
）
 

l
ク
家
の
運
命
は
典
型
的
で
あ
る
、
特
殊
な
例
で
は
な
い
」
の
で
あ
る
。

ト

l
マ
ス
・
マ
ン
自
身
も
こ
の
小
説
を
、
「
ド
イ
ツ
市
民
階
級
の
歴
史
の
特
質
を
示
す
作
品
L

、
「
家
族
の
物
語
を
装
っ
た
社
会
小
説
L

と

性

格
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
『
ブ
デ
ン
ブ
ロ
l
ク
家
の
人
々
』
は
、

ク
チ
ン
ス
キ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
、

、

、

、

、

（

G
）

お
け
る
ド
イ
ツ
市
民
階
級
の
典
型
的
な
変
遷
過
程
を
示
し
て
い
る
と
は
一
一
一
口
え
な
い
。

九
i_U: 

紀

」
の
物
語
は
、

一
八
三
五
年
に
一
代
目
の
老
ヨ
ハ
ン
・
ブ
デ
ン
ブ
ロ

l
ク
が
買
い
入
れ
た
「
メ
ン
グ
通
り
の
家
L

の
落
成
式
の
場
面
か
ら

始
ま
り
、

一
八
七
七
年
の
四
代
目
ハ
ノ
！
の
死
に
終
る
ま
で
、
約
四

0
年
間
に
わ
た
っ
て
展
開
す
る
。
こ
の
間
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、

八
三
四
年
の
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
の
成
立
と
と
も
に
産
業
革
命
が
本
格
的
に
始
ま
り
、

五
、
六

0
年
代
に
最
高
潮
に
達
す
る
。
七
一
年
の
ド
イ

ツ
統
一
後
、
ビ
ス
マ
ル
ク
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
経
済
上
の
諸
改
革
で
、
ド
イ
ツ
の
国
内
市
場
の
統
一
が
完
成
さ
れ
、
そ
れ
と
平
行
し
て
対



仏
戦
争
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
に
転
込
ん
だ
エ
ル
ザ
ス
・
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
と
五

O
億
フ
ラ
ン
の
賠
償
金
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
資
本
主
義
は
未
曾
有

の
発
展
時
代
に
入
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
『
ブ
デ
ン
プ
ロ

l
ク
家
の
人
々
』
の
物
語
が
展
開
す
る
一
九
世
紀
の
三

0
年
代
か
ら
七

0
年
代
は
、
ド
イ
ツ
の
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
ジ
ー
が
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
た
時
期
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
市
民
階
級
の
典
型
と
さ
れ
る
プ
デ
ン
プ
ロ
l
ク
家
が
、

そ
れ
と
は
対
照
的
に
最
盛
期
か
ら
没
落
へ
と
下
降
線
を
た
ど
っ
て
ゆ
く
理
由
は
、
政
治
的
、
経
済
的
に
は
説
明
の
つ
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
は
、
常
に
心
理
学
的
、
病
理
学
的
要
素
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ブ
デ
ン
ブ
ロ

l
ク
家
の
歴
史
を
、

一
九
世
紀
に
お
け
る
ド
イ
ツ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
i
の
歴
史
を
典
型
的
に
示
す
も
の
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
こ
の
作
品
は
、
市
民
の

歴
史
に
と
っ
て
徹
頭
徹
尾
非
特
徴
的
で
あ
り
非
典
型
的
で
あ
る
。
」
（
傍
点
｜
引
用
者
）

こ
の
小
説
に
つ
い
て
『
非
政
治
的
人
間
の
考
察
』
の
中
で
マ
ン
が
述
べ
て
い
る
次
の
言
葉
が
、
こ
の
作
品
の
性
格
を
よ
く
言
い
表
わ
し
て
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い
る
。「

私
に
と
っ
て
焦
眉
の
急
で
あ
り
、
私
を
生
産
的
に
し
た
問
題
は
、
政
治
的
な
も
の
で
は
な
く
て
、
生
物
学
的
、

心
理
学
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
私
が
芸
術
家
と
し
て
こ
の
問
題
に
私
の
注
意
の
す
べ
て
を
向
け
た
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
ま
た
お
そ
ら
く
非
常
に
ド
イ
ツ
的
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
心
的
、
人
間
的
な
も
の
が
私
の
関
心
事
で
あ
っ
た
。
社
会
学
的
、
政
治
的
な
も
の
を
持
ち
込
ん
だ
の
は
、
半
ば
無
意
識

の
こ
と
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
は
さ
し
て
私
の
関
心
事
で
は
な
か
っ
た
。
」

そ
れ
で
は
、

マ
ン
の
関
心
事
で
あ
っ
た
「
心
的
、
人
間
的
な
も
の
」
と
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
二
一
一
口
で
言
え
ば
、
「
市
民
」

と
「
芸
術
家
」
の
対
立
の
問
題
で
あ
っ
た
。
「
市
民
」
と
「
芸
術
家
」
の
対
立
は
、
「
生
」
と
「
精
神
」
の
対
立
と
し
て
、

ニ

l
チ
エ
の
影
響

が
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
初
期
の
短
篇
小
説
群
に
既
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
人
公
達
は
大
抵
、
何
ら
か
の
肉
体
的
、
精
神
的
、
性



格
的
な
欠
陥
、

つ
ま
り
病
的
要
素
を
持
っ
て
い
る

（
病
的
要
素
は
、

（

9
u
 

マ
ン
に
お
い
て
は
精
神
的
な
も
の
を
象
徴
し
て
い
る
）
。
そ
し
て
彼
ら

は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
人
々
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
持
た
ず
、
自
分
だ
け
の
完
結
し
た
小
さ
な
世
界
の
中
で
孤
独
に
生
活
し
て
い
る
。
し

か
し
あ
る
時
、
彼
ら
は
現
実
の
「
生
」
に
不
可
避
的
に
対
置
さ
れ
、
そ
の
時
彼
ら
は
必
然
的
に
破
滅
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
彼
ら
の
「
運

命
L

な
の
で
あ
る
。
『
小
男
フ
リ
l
デ
マ
ン
氏
』
に
と
っ
て
は
ゲ
ル
ダ
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン
リ
ン
ゲ
ン
夫
人
が
、
『
道
化
者
』
に
と
っ
て
は
馬
車

に
の
っ
た
上
流
市
民
の
娘
が
、
『
ト
l
ピ
ア
ス
・
ミ
ン
ダ

i
ニ
ッ
ケ
ル
』
に
と
っ
て
は
、
彼
の
孤
独
な
生
活
に
入
っ
て
き
た
小
犬
が
、
『
ル
イ

乗
っ
た
若
い
男
が
「
生
」
を
体
現
し
て
い
る

ス
ヒ
ェ
ン
』
の
弁
護
士
ヤ
コ

l
ビ
i
に
と
っ
て
は
彼
の
妻
が
、
『
墓
地
へ
の
道
』
で
は
、
ブ
ロ
ン
ド
の
髪
に
真
青
な
目
を
し
た
、
自
転
車
に

（
こ
の
青
年
は
語
り
手
に
よ
っ
て
、
文
字
通
り
「
生
」
（
F
o
gロ
）
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
）
。

愚
か
し
く
、
凡
庸
で
、
残
酷
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、

こ
れ
ら
の
短
篇
小
説
に
お
い
て
「
生
」
は
、
生
き
生
き
と
し
た
も
の
、
健
康
な
も
の
、
有
用
な
も
の
、
幸
福
な
も
の
、
そ
し
て
同
時
に
、

「
精
神
」
は
必
然
的
に
「
生
」
か
ら
相
絶

さ
れ
、
破
滅
す
る
運
命
に
あ
る
に
せ
よ
、
「
生
」
を
熱
烈
に
、

又
は
、

せ
つ
な
い
愛
情
を
も
っ
て
愛
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

-181-

ト
l
マ
ス
・
マ
ン
の
「
生
」
に
寄
せ
る
ア
ン
ピ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
感
情
が
現
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

「
生
」
と
「
精
神
」
の
対
立
は
、
「
フ
デ
ン
ブ
ロ

l
ク
家
の
人
々
』
の
テ
l
マ
で
も
あ
る

（
こ
の
テ
l
マ
は
「
ヴ
ェ
ニ
ス
に
死
す
』
に
至

る
ま
で
、

マ
ン
に
と
っ
て
の
中
心
的
問
題
で
あ
る
）
。
『
ブ
デ
ン
ブ
ロ

l
ク
家
の
人
々
』
に
お
い
て
は
、
生
命
力
あ
ふ
れ
る
健
康
な
市
民
が
、

精
神
化
さ
れ
繊
細
化
さ
れ
る
に
従
っ
て
、
実
際
的
な
生
活
力
、
生
き
生
き
し
た
生
命
力
を
失
な
っ
て
ゆ
き
、
没
落
す
る
前
に
、
消
え
ゆ
く
ろ

う
そ
く
の
最
後
の
輝
き
と
し
て
芸
術
家
が
生
れ
る
、

つ
ま
り
市
民
の
退
化
か
ら
の
芸
術
家
の
誕
生
と
い
う
か
た
ち
で
、
「
市
民
し
と
「
芸
術

家
」
の
対
立
が
形
象
化
さ
れ
て
い
る
。

マ
ン
は
こ
の
小
説
に
お
い
て
、
実
際
の
自
分
の
家
系
を
モ
デ
ル
と
し
て
没
落
の
過
程
を
描
こ
う
と
し
た
為
、
物
語
の
時
代
背
景
と
し
て
、



一
八
三

0
年
代
か
ら
七

0
年
代
に
か
け
て
の
ド
イ
ツ
の
歴
史
に
と
っ
て
重
要
な
事
件
を
持
ち
込
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

八
四

八
年
の
革
命
が
ハ
ン
ザ
都
市
内
で
の
騒
動
と
し
て
読
者
の
視
野
に
入
る
以
外
は
、

一
八
六
六
年
の
普
填
戦
争
に
は
こ
の
小
説
の
最
も
短
い
章

が
あ
て
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、

一
八
七

O
年
、
七
一
年
の
普
仏
戦
争
、
ド
イ
ツ
帝
国
成
立
と
い
う
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
決
定
的
な
歴
史
的

事
件
は
目
立
た
な
い
箇
所
で
簡
単
に
片
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ブ
デ
ン
ブ
ロ
l
ク
家
の
照
史
は
、
ド
イ
ツ
の
現
実
と
は
何
ら
本
質
的
な
か
か
わ

り
を
持
た
な
い
。
そ
れ
は
家
族
の
年
代
記
の
枠
を
出
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ブ
デ
ン
プ
ロ

l
ク
と
ハ
i
ゲ
ン
シ
ュ
ト
レ

l
ム
と
い
う
、

没
落
す
る
市
民
と
勃
興
す
る
市
民
の
対
比
が
、
具
体
的
な
歴
史
的
事
件
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
経
済
発
展
の
時
期
（
例
え
ば
一
八
七

O
年、

（臼）

七
一
年
の
帝
国
成
立
期
）
に
お
い
て
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
勃
興
と
没
落
は
「
歴
史
的
循
環
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
。

ハ
l
ゲ
ン
シ
ュ
ト
レ

l
ム
も
、
象
徴
的
な
意
味
を
持
た
せ
ら
れ
て
い
る
「
メ
ン
グ
通
り
の
家
」
を
ブ
デ
ン
ブ
ロ

i
グ
か
ら
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買
い
取
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
循
環
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
健
康
な
、
元
気
に
あ
ふ
れ
た
息
子
を
持
つ
へ
ル
マ
ン
・
ハ
i
ゲ
ン

シ
ュ
ト
レ

l
ム
は
、
市
民
の
生
物
学
的
に
も
生
命
力
の
あ
る
力
強
い
段
階
を
体
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、
虚
弱
体
質
で
あ
り
、
文
芸
愛
好
家

で
あ
る
弟
の
そ

l
リ
ツ
・
ハ

l
ゲ
ン
シ
ュ
ト
レ

l
ム
の
、
現
実
に
お
い
て
有
川
で
あ
る
以
上
の
も
の
に
向
か
う
傾
向
が
既
に
、
こ
の
一
族
の

ブ
デ
ン
ブ
ロ
i
ク
化
の
始
ま
り
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
小
説
に
は
も
う
一
つ
の
対
比
、
ブ
デ
ン
ブ
ロ

l
ク
家
の
三
代
日
ト
！
マ
ス
と
弟
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
の
対
比
が
あ
る
。
ク
リ
ス
ィ
ナ
ャ

ン
は
、
実
人
生
に
お
い
て
活
動
し
真
而
日
に
仕
事
を
す
る
志
士
山
を
全
く
欠
き
、
白
分
の
内
耐
や
感
情
に
の
み
関
心
を
寄
せ
る
、
平
衡
を
欠
い

た
人
間
で
あ
る
。

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
お
い
て
は
、
市
民
的
な
生
活
倫
理
が
崩
壊
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
栴
の
自
己
解
体
が
お
こ
っ
て
い
る
。

柱
を
見
い
出
そ
う
と
努
め
る
。
し
か
し
、

ト
l
マ
ス
の
中
に
も
同
じ
解
体
力
が
作
用
し
て
い
る
が
、
彼
は
な
ぷ
の
力
を
働
か
せ
、
内
面
世
界
と
外
界
と
の
間
の
平
衡
の
中
に

rH分
の
主

（

U
）
 

ト
！
マ
ス
の
こ
の
「
市
民
的
人
格
へ
の
白
己
形
成
」
の
努
力
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
見
ら
れ
る
内



的
な
自
己
解
体
の
危
険
に
対
す
る
恐
れ
か
ら
で
あ
っ
た
口
「
私
が
現
在
の
私
の
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

お
前
の
よ
う
に
な
り
た
く
な
か
っ
た

お
前
か
ら
白
分
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
、

（日）

か
ら
だ
：
：
：
私
は
本
当
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
」
と
、
ト
l
マ
ス
は
述
べ
る
の
で
あ
る
。

か
ら
だ
。
心
中
お
前
を
避
け
て
い
た
の
は
、

お
前
の
存
在
や
本
性
が
私
に
と
っ
て
危
険
だ

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
、

ト
l
マ
ス
・
マ
ン
が
芸
術
家
存
在
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
倫
理
的
疑
惑
を
、

カ
リ
カ
チ
ュ
ア
と
し
て
表
現
し
た
も
の

で
あ
る
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
中
に
自
分
の
分
身
を
見
た
ト
l
マ
ス
の
「
市
民
的
人
格
へ
の
自
己
形
成
」
は
、

ト
l
ニ
オ
・
ク
レ
l
ガ

l
の
倫

理
的
姿
勢
と
し
て
の
「
市
民
へ
の
愛
」
（
回
口

aq－－og）
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

寸
フ
デ
ン
ブ
ロ
l
ク
家
の
人
々
』
は
、

一
九
世
紀
の
市
民
の
歴
史
を
典
型
的
に
描
い
た
も
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、
そ
こ
に
は
、

a

I

U
ト
土
↓
パ
い

一
1
ノ
判
日
本
小

末
か
ら
二

O
世
紀
初
頭
の
第
一
次
世
界
大
戦
へ
と
政
治
的
、
社
会
的
矛
盾
を
激
化
さ
せ
て
ゆ
く
ド
イ
ツ
の
時
代
の
危
機
（
知
識
人
に
と
っ
て

の
）
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

マ
ン
は
後
に
、
ド
イ
ツ
市
民
階
級
の
問
題
に
つ
い
て
、
『
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヴ
ァ
l
グ
ナ
！
の
苦
悩
と
偉
大
」
（
一

-183ー

九
三
三
年
）

の
中
で
次
の
よ
う
な
洞
察
を
示
し
て
い
る
c

ご
八
四
八
年
の
革
命
騒
動
に
参
加
し
た
た
め
、
彼
（
ヴ
ァ
l
グ
ナ
l
｜
引
川
者
）

は
十
二
年
に
わ
た
る
苦
し
い
亡
命
生
活
を
送
ら
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
後
年
彼
は
こ
の
こ
と
を
で
き
る
だ
け
卑
小
化
し
、
否
ハ
応
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
頃
彼
は
自
分
の
『
い
や
し
む
べ

き
』
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
を
恥
じ
、

ビ
ス
マ
ル
ク
帝
国
と
い
う
所
与
の
事
実
を
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
く
か
ぎ
り
は
、
自
分
の
夢
の
実
現
と
混
同

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
ド
イ
ツ
市
民
階
級
の
歩
ん
だ
道
を
歩
ん
だ
の
で
あ
る
。
革
命
か
ら
幻
滅
へ
の
、
ペ
シ
ミ
ズ
ム
へ
の
、
治
め
き
っ

た
、
権
力
に
保
護
さ
れ
た
内
面
性
へ
の
道
を
。
」

つ
ま
り
、
現
実
政
治
に
関
与
す
る
こ
と
を
諦
め
、
「
権
力
に
保
護
さ
れ
」
て
、

一
方
で
は
物
質
主
義
の
道
を
、
他
方
で
は
そ
の
反
作
用
と

し
て
の
内
面
性
へ
の
道
を
歩
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
ド
イ
ツ
市
民
階
級
の
悲
劇
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

マ
ン
に
見
ら
れ
る
つ
市



（

げ

）

民
」
と
「
芸
術
家
」
、
「
生
」
と
「
精
神
」
の
対
立
の
思
想
も
、
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
市
民
階
級
の
状
況
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。

寸
フ
デ
ン
ブ
ロ

l
ク
家
の
人
々
』
を
書
い
た
こ
と
は
マ
ン
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

マ
ン
は
こ
の
小
説

を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
求
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
現
在
あ
る
自
分
、
白
分
は
一
体
誰
な
の
か
、

ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
そ
し
て
ど
こ
へ
行
く
の
か
。
自
己
の
家
系
を
た
ど
っ
て
形
象
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
求
め
よ
う
と
し
た
の
で

（
叩
凹
）

あ
る
。
「
古
い
純
粋
な
市
民
性
」
が
芸
術
的
な
も
の
へ
と
変
質
す
る
過
程
、
市
民
か
ら
の
芸
術
家
の
誕
生
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
、

マ
ン
は

自
己
の
存
在
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

の
発
展
と
現
代
化
で
は
あ
っ
た
、

「
私
が
体
験
し
形
象
化
し
た
も
の
｜
｜
’
し
か
し
実
は
、
形
象
化
す
る
こ
と
に
よ
り
初
め
て
体
験
し
た
の
だ
が
、

1
1
1
そ
れ
は
確
か
に
市
民

（

問

）

し
か
し
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
へ
の
発
展
で
は
な
く
て
、
芸
術
家
へ
の
発
展
な
の
で
あ
っ
た
。
」

-184-

作
家
と
し
て
の
マ
ン
、
芸
術
家
と
し
て
の
マ
ン
に
と
っ
て
今
や
、
自
己
の
出
自
で
あ
る
「
市
民
」
が
自
分
の
基
盤
を
な
す
も
の
と
し
て
意

マ
ン
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
芸
術
家
は
市
民
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
、
芸
術
家
精
神
は
市
民

精
神
の
中
か
ら
生
い
育
つ
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
内
面
的
に
深
く
体
験
し
、
意
識
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
文
化

と
芸
術
の
担
い
手
と
し
て
の
「
市
民
」
が
自
分
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

識
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

マ
ン
は
確
認
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
後
の
マ

ン
の
発
展
に
と
っ
て
重
要
な
核
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

（斗

一
九
一
四
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た
と
き
、

の
陶
酔
」
に
陥
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
知
識
人
た
ち
は
大
部
分
、
戦
争
賛
美
の
合
唱
に
声
を
合
わ
せ
、
「
運
命

マ
イ
ネ
ッ
ケ
に
よ
れ
ば
、
「
一
九
一
四
年
の
日
々
の
高
揚
は
、
そ
れ
を
い
っ
し
ょ
に
経
験
し
た
す
べ
て
の
も
の
に
と



っ
て
1
1
4
そ
の
一
時
的
な
性
格
に
も
か
か
わ
ら
ず
ー
ー
ー
い
つ
ま
で
も
な
く
な
ら
な
い
、
き
わ
め
て
崇
高
な
追
憶
に
値
す
る
も
の
の
一
つ
」
で

あ
っ
た
。

ト
l
マ
ス
・
マ
ン
も
、
出
征
す
る
弟
を
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
駅
に
見
送
っ
た
と
き
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
人
で
ぎ
っ
し
り
う
ず
ま
っ
た
駅
々
は
真
夏
の
暑
さ
の
な
か
に
混
乱
を
き
わ
め
、

か
き
立
て
ら
れ
不
安
と
熱
狂
に
ひ
き
ち
ぎ
ら
れ
た
群
衆

の
波
が
絶
え
間
な
く
わ
き
た
ち
、
私
達
の
周
囲
を
と
り
ま
い
て
い
た
。
運
命
は
軌
道
に
乗
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
精
神
的
ド
イ
ツ
主
義
が
受

け
た
運
命
的
な
感
動
を
と
も
に
し
た
。
こ
の
ド
イ
ツ
主
義
の
信
念
に
は
、
多
く
の
真
理
と
と
も
に
誤
謬
が
、
正
義
と
と
も
に
不
正
が
ふ
く
ま

れ
て
い
て
、
そ
れ
だ
け
に
非
常
に
こ
わ
く
も
あ
る
が
、

し
か
し
大
局
か
ら
み
れ
ば
有
益
な
、

わ
れ
わ
れ
の
成
熟
と
成
長
を
促
す
教
訓
に
向
う

も
の
で
あ
っ
た
。
私
は
こ
の
困
難
な
道
を
わ
が
国
民
（
〈
。
－
wー
ー
引
用
者
）

民
の
一
段
一
段
で
も
あ
っ
た
。
だ
か
ら
私
は
こ
れ
を
是
認
し
た
い
。
」

と
と
も
に
進
ん
で
い
っ
た
。
私
の
体
験
の
一
段
一
段
は
、

わ
ヵ：
国

ド
イ
ツ
市
民
階
級
の
内
部
に
、
市
民
階
級
と
労
働
者
階
級
の
間
に
あ
っ
た
裂
日
は
、
戦
争
と
い
う
「
感
動
的
」
な
、
「
来
高
な
」
共
通
の

-18S-

体
験
の
た
め
に
突
然
覆
い
隠
さ
れ
、
ド
イ
ツ
人
は
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
多
く
の
知
識
人
に
よ
っ
て
期

待
さ
れ
た
の
は
、
戦
争
と
い
う
共
同
の
体
験
に
よ
る
国
家
と
文
化
の
全
体
に
と
っ
て
の
「
内
面
的
な
更
新
L

で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
銃
ま
た
は

ベ
ン
を
持
っ
て
戦
う
こ
と
を
望
ん
だ
。

ト
l
マ
ス
・
マ
ン
も
、
こ
の
「
運
命
の
陶
酔
」
の
中
で
自
分
の
芸
術
上
の
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
精

神
的
に
不
可
能
に
な
り
、

と
り
あ
え
ず
書
き
上
げ
た
の
が
、
愛
国
主
義
的
、
国
粋
主
義
的
な
論
文
『
戦
時
随
想
』
（
一
九
一
四
年
）

で
あ
り
、

『
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
と
大
同
盟
』
（
一
九
一
五
年
）

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
論
文
に
対
し
て
外
国
か
ら
、

そ
し
て
園
内
か
ら
も
、

ザつ

ま
り
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
、

こ
と
も
あ
ろ
う
に
兄
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
マ
ン
か
ら
激
し
い
批
判
を
浴
び
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
ハ
イ
ン
リ

ヒ
・
マ
ン
の
寸
ソ
ラ
論
』
（
一
九
一
五
年
）

は
、
ト
！
マ
ス
・
マ
ン
に
と
っ
て
屈
一
時
的
な
、
我
慢
の
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
「
こ
の
『
ゾ
ラ

論
』
は
、

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
マ
ン
の
『
私
は
弾
劾
す
る
！
』

（『

ωの
の
己

ωσ一）

で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
政
治
権
力
が
知
的
な
追
従
者
や
賛
美
者



た
ち
の
支
持
の
も
と
に
ユ
ダ
ヤ
人
士
官
ド
レ
フ
ュ
ス
を
ス
バ
イ
存
疑
で
裁
判
に
か
け
た
と
き
、
愛
国
的
情
熱
の
た
め
に
真
理
と
正
義
が
こ
う

む
っ
た
凌
辱
に
た
い
し
て
ゾ
ラ
が
お
こ
な
っ
た
抗
議
｜
｜
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
マ
ン
は
、
こ
の
ゾ
ラ
の
抗
議
を
、
ド
イ
ツ
の
戦
争
お
よ
び
熱
狂
的

に
こ
れ
を
煽
動
す
る
ド
イ
ツ
の
文
筆
家
た
ち
に
た
い
す
る
か
れ
自
身
の
告
発
の
歴
史
的
か
く
れ
蓑
と
し
て
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
」

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
マ
ン
の
批
判
は
、

ト
l
マ
ス
・
マ
ン
に
と
っ
て
は
、
あ
て
こ
す
り
ゃ
ほ
の
め
か
し
に
よ
っ
て
彼
に
向
け
ら
れ
た
例
人
攻
撃

で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
彼
の
芸
術
家
と
し
て
の
存
在
基
盤
で
あ
る
ド
イ
ツ
文
化
と
そ
の
伝
統
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

政
治
H
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
新
し
い
時
代
の
パ
ト
ス
と
し
て
、
非
政
治
的
な
ド
イ
ツ
文
化
に
対
し
て
批
判
を
浴
び
せ
か
け
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
す
る
反
論
の
書
が
『
非
政
治
的
人
間
の
考
察
』
（
以
下
『
考
察
』
と
略
す
）
で
あ
る
。
ト
l
マ
ス
・
マ
ン
に
と
っ
て
は
、
「
自
己
の
土
台

を
ゆ
す
ぶ
ら
れ
、
自
己
の
存
在
価
値
を
脅
か
さ
れ
疑
問
に
付
さ
れ
た
芸
術
家
精
神
」
そ
の
も
の
、
「
そ
の
自
己
探
求
と
自
己
主
張
の
あ
ら
ゆ

（

7
）
 

（
：
：
：
）
あ
ら
ゆ
る
行
動
、
営
み
が
以
後
は
不
可
能
事
に
な
る
」
、

と
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
二
年
以
上
に
わ
た
る
「
探
求
、
格
闘
、
模
索
、
霧
の
な
か
へ
踏
み
こ
ん
で
の

な
戦
闘
」
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
の
が
、
六

0
0ペ
ー
ジ
近
く
に
も
及
ぶ
こ
の
『
考
察
』
と
い
う
書
物
で
あ
る
。

（
：
：
：
）
こ
の
弁
証
法
的

--186-

る
基
盤
の
検
討
が
不
可
避
で
あ
り
、
こ
の
検
討
な
し
に
は
芸
術
家
精
神
の

マ
ン
は
ま
ず
自
分
を
、
「
精
神
的
本
質
に
お
い
て
は
、
私
の
人
生
の
最
初
の
二
五
年
が
竜
一
な
る
世
紀
、

（リ）

つ
ま
り
一
九
世
紀
の
嫡
出
子
」

で
あ
る
と
規
定
す
る
。
確
か
に
自
分
の
中
に
は
、
新
し
い
時
代
の
も
の
で
あ
る
要
素
、
欲
求
、
本
能
が
存
在
し
て
い
る
が
、
自
分
の
精
神
の

こ
れ
ら
の
諸
成
分
は
だ
い
た
い
に
お
い
て
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
市
民
性
、
音
楽
、
ペ
シ
ミ
ズ
ム
、

ま
た
私
の
存
在
の
非
個
人
的
な
構
成
要
素
で
も
あ
る
。
」
そ
し
て
新
し
い
時
代
二

O
陀
紀
は

フ
モ

l
ル
1

l
過
ぎ
去
っ
た
時
代
の

重
心
は
一
九
世
紀
に
あ
る
。
「
ロ
マ
ン
主
義
、

（
マ
ン
は
二

O
世
紀
を
、
そ
の
精
神
に
お
い
て
一
八
世
紀
に
近
い
も
の
と
す
る
）
、
こ
の
一
九
世
紀
を
誹
読
す
る
。

「二

O
世
紀
は
信
仰
す
る
l
l
l
あ
る
い
は
と
に
か
く
、
信
仰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
教
え
る
。
二

O
世
紀
は
｜
｜
？
人
間
を
そ
の
ユ

l
ト
ピ



ア
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
｜
｜
『
人
間
の
本
性
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
』
を
忘
れ
よ
う
と
努
め
る
。
二

O
世
紀
は
全
く
一
八
世
紀
ふ
う
に

『
人
間
』
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
。
二

O
世
紀
は
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
な
く
、
懐
疑
的
で
な
く
、
シ
ニ
ッ
ク
で
な
く
、
そ
し
て
｜
｜
t

こ
の
点
は

少
な
く
と
も
言
え
る
こ
と
だ
が
1
1
1
イ
ロ

i
ニ
ッ
シ
ュ
で
は
な
い
。
あ
の
『
望
ま
し
い
こ
と
に
奉
仕
す
る
精
神
』
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
二

O
R

‘

一

ア

l
l

（日）

紀
が
考
え
て
い
る
精
神
で
あ
る
。
そ
れ
は
二

O
世
紀
の
精
神
、

l

l社
会
的
人
間
愛
の
精
神
で
あ
る
。
L

二
O
世
紀
に
と
っ
て
問
題
は
社
会
で

あ
り
、
政
治
で
あ
る
。
進
歩
は
今
や
「
ド
グ
マ
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
ひ
っ
く
る
め
た
も
の
が
「
新
し
い
パ
ト
ス
」
で
あ
る
。
そ
れ

（

M
）
 

は
「
断
固
た
る
人
間
愛
」
を
告
知
し
、
あ
ら
ゆ
る
倫
理
性
を
わ
が
も
の
と
す
る
。
政
治
的
な
姿
を
と
っ
て
現
わ
れ
て
き
た
こ
の
「
新
し
い
パ
ト

ス
」
に
対
す
る
白
分
の
嫌
悪
、
抗
議
は
、
個
人
的
な
も
の
時
代
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
国
民
的
な
本
質
そ
の
も
の
で
あ
る
と
述
べ

、
（
日
）

る
。
「
精
神
は
政
治
で
は
な
い
。
」
政
治
H
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

（
両
者
は
マ
ン
に
と
っ
て
は
同
じ
も
の
で
あ
る
）

は
ド
イ
ツ
的
本
質
に
と
っ
て
匹
、

ー 187一一

質
で
あ
り
、
有
害
で
あ
る
。
「
ド
イ
ツ
民
族
は
、
政
治
そ
の
も
の
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

と
い
う
単
純
な
理
由
か
ら
、
政
治
的
デ
モ

ふ
さ
わ

し
い
、
結
局
は
ド
イ
ツ
民
族
の
欲
し
た
国
家
形
態
で
あ
る
し
、
今
後
と
も
そ
う
で
あ
り
続
け
る
で
あ
ろ
う
と
、
私
は
深
く
確
信
し
て
い
る
。

ク
ラ
シ
ー
を
決
し
て
愛
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
悪
名
高
い
「
官
定
国
家
』
は
ド
イ
ツ
民
族
に
ぴ
っ
た
り
の
、

と

一
組
、
開
き
障
り
す
ら
感
じ
ら
れ
る
言
葉
を
吐
く
の
で
あ
る
。

（三）

ト
l
マ
ス
・
マ
ン
は
『
考
察
』
の
中
の
一
章
に
お
い
て
「
市
民
性
」
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
て
い
る

P

「
私
は
こ
れ
か
ら
市
民
性
に
つ
い
て
、
市
民
性
と
芸
術
に
つ
い
て
、
市
民
的
芸
術
精
神
に
つ
い
て
語
ろ
う
と
思
う
、
－
1

今
度
の
戦
争
に

お
い
て
人
々
の
感
情
を
害
し
た
私
の
態
度
は
こ
の
市
民
性
と
何
ら
か
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
、

お
ぼ
ろ
気
な
が
ら
感
じ
ら
れ
る
し
、



きこ
るの
かよ
らう
でな
あ 検
るT討
~~を

行
な
え

ば

一
個
人
を
越
え
た
一
般
的
な
関
心
に
と
っ
て
あ
れ
こ
れ
の
刺
激
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
、

ほ
と
ん
ど
確
信
で

（

2
）
 

市
民
性
に
つ
い
て
の
マ
ン
の
出
発
点
は
、
「
ド
イ
ツ
的
な
も
の
と
市
民
的
な
も
の
は
一
つ
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
精
神
は
そ
も

（

3
）
 

そ
も
市
民
的
な
も
の
に
由
来
す
る
が
、
ド
イ
ツ
精
神
は
「
特
別
な
形
」
で
市
民
的
で
あ
る
。
こ
の
「
特
別
な
形
」
を
示
す
こ
と
が
っ
市
民

性
」
の
章
の
主
目
的
で
あ
る
。

マ
ン
に
と
っ
て
、
市
民
的
精
神
性
、
市
民
文
化
的
タ
イ
プ
を
代
表
す
る
「
ド
イ
ツ
的
芸
術
家
、
造
型
す
る
人
間
の
典
型
的
に
ド
イ
ツ
的
な

変
種
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「
比
類
な
く
取
り
違
え
よ
う
の
な
い
、
国
民
的
（

gzos－
－
引
用
者
）

な
特
徴
を
帯
び
た
、
や
や
横
向
き
で
う
つ
む
き
加
減
の
顔
が
見

-188-

え
る
、
ど
こ
と
な
く
古
風
で
木
版
画
ふ
う
で
あ
り
、

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
市
民
ふ
う
で
、
類
例
の
な
い
よ
う
な
意
味
合
い
で
人
間
的
で
あ
り
、

倫
理
的
に
精
神
的
で
あ
り
、
厳
格
で
あ
る
と
同
時
に
柔
和
な
顔
、
｜
｜
内
面
を
見
つ
め
る
と
同
時
に
遠
く
を
眺
め
や
る
、
『
き
ら
き
ら
光
る
』

と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
少
し
く
生
気
の
な
い
目
、
き
り
っ
と
結
ん
だ
口
、
気
づ
か
わ
し
げ
な
が
ら
不
機
嫌
と
は
思
え
な
い
微
を
寄
せ
て
い
る

額
の
緊
張
と
疲
労
の
き
ざ
し
：
：
：
皇
帝
党
員
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
教
皇
党
員
だ
ろ
う
か
？

に
ふ
け
り
な
が
ら
天
助
の
い
た
る
の
を
待
っ
て
い
る
、
物
静
か
な
芸
術
家
に
す
ぎ
な
い
。
』
」

い
や
違
う
、
『
最
善
を
尽
し
た
あ
と
、
限
想

こ
れ
が
「
新
し
い
パ
ト
ス
」
を
体
現
す
る
「
文
明
の
文
土
」
と
対
照
的
な
ド
イ
ツ
市
民
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
明
ら
か
に
ド
イ
ツ
中
世
都
市
市

民
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
こ
の
「
形
而
上
学
的
な
職
人
」
は
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
人
間
的
で
都
市
的
で
あ
り
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
精
神
を
持
ち
、

市
民
的
な
教
養
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
国
民
的
で
あ
る
。
本
質
的
に
国
民
的
で
あ
る
か
ら
、
国
民
的
な
本
質
が
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
に

は
、
自
ら
の
本
質
を
痛
切
に
自
覚
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
か
ら
政
治
家
に
な
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
斗
人
権
論
者
と
な
り
白



由
の
宣
伝
家
に
な
る
し

（

u
o
d
 

こ
と
は
断
じ
て
な
い
。
「
西
欧
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
街
頭
感
覚
を
持
つ
政
治
」
と
は
何
の
か
か
わ
り
も
な
い
の
で
あ
る
。

マ
ン
は
中
位
都
市
市
民
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
く
る
こ
と
に
よ
り
、
今
次
の
戦
争
に
対
す
る
自
分
の
態
度
は
、
ド
イ
ツ
精
神
に
、
国
民
的

木
質
に
深
く
恨
ざ
し
た
正
統
な
、
従
っ
て
正
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
マ
ン
に
代
表
さ
れ
る
「
文
明
の
文
士
」
の
デ
モ
グ
ラ

シ

i
u
政
治
の
精
神
は
商
欧
の
も
の
で
あ
り
、

ド
イ
ツ
に
と
っ
て
無
縁
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
マ
ン
は
、
熊

史
的
に
も
こ
の
こ
と
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
。

マ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
形
而
上
学
的
な
職
人
」
は
ド
イ
ツ
の
原
史
に
お
い
て
は
、
「
型
職
者
と
騎
士
の
時
代
に
続
く
、
市
民
の
時
代
、

ハ
ン
ザ
の
時
代
、
都
市
の
時
代
」
に
属
し
て
い
る
口
そ
し
て
こ
の
時
代
に
ド
イ
ツ
的
本
質
が
固
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
、
「
ド

ハ
凶
）

イ
ツ
の
世
界
に
お
い
て
市
民
性
と
精
神
性
、
市
民
性
と
名
匠
精
神
と
が
い
つ
ま
で
も
緊
密
な
同
意
語
で
あ
り
続
け
る
」
と
い
う
事
態
が
生
じ

（

日

）

（

口

）

（

臼

）

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
純
粋
な
文
化
時
代
」
が
、
政
治
的
で
は
な
か
っ
た
が
し
か
し
、
「
最
高
度
に
国
民
的
」
、
「
意
識
的
に
国
民
的
」

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ヅ
的
市
民
文
化
を
代
表
す
る
タ
イ
プ
も
勿
論
、
国
民
的
で
は
あ
る
が
政
治
的
な
人
間
で
は
な
か
っ
た
。

-189ー

マ
ン
は
白
分
が
こ
の
「
形
而
上
学
的
な
職
人
」
の
木
商
で
あ
る
こ
と
、
自
分
が
市
民
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
「
私
が
現
に
あ
る
と
お

り
の
私
で
あ
り
、
別
の
私
に
す
る
こ
と
も
望
む
こ
と
も
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
私
は
い
っ
た
い
誰
な
の
か
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
？

魂がザ十日

で境
あ に
るi4立
己）つ

時
代

ひ
と
は
こ
の
こ
と
を
尋
ね
る
。
｜
｜
私
は
都
市
の
住
民
で
あ
り
、
市
氏
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
市
民
文
化
の
子
で
あ
り
、
末
布

マ
ン
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
市
民
の
起
源
で
あ
る
中
世
都
市
市
民
は
、
文
化
と
精
神
の
担
い
手
で
あ
り
、
本
質
的
に
函
民
的
で
は
あ
る
が
、

政
治
H
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
何
の
か
か
わ
り
も
な
か
っ
た
口
そ
し
て
こ
の
ド
イ
ツ
市
民
性
は
、
「
不
滅
の
も
の
で
あ
っ
て
、
い
か
な
る
発
展
、

門店
J

い
か
な
る
進
歩
に
よ
っ
て
も
は
な
は
だ
し
く
佼
さ
れ
え
な
い
も
の
」
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
、
と
述
べ
て
、
自
己
の
非
政
治
的
な
市
民
性



が
歴
史
的
に
も
正
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
戦
争
へ
の
自
分
の
か
か
わ
り
も
、
政
治
、
経

済
と
は
全
く
関
係
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
自
分
が
か
か
わ
っ
た
の
は
「
ド
イ
ツ
文
化
が
外
部
か
ら
恐
ろ
し
い
精
神
的
な
圧
力
と
襲
撃
を
受
け

（凶）

て
や
む
な
く
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
、
あ
の
熱
情
的
な
自
己
認
識
、
自
己
限
定
、
自
己
強
化
の
過
程
」
な
の
だ
と
述
べ
る
。

こ
の
「
市
民
性
」
の
章
に
お
い
て
マ
ン
は
、
彼
が
そ
の
教
養
の
多
く
を
れ
っ
て
い
る
ニ

l
チ
ェ
、

ヴ
ァ

l
グ
ナ
！
、

シ
ョ

I
。
へ
ン
ハ
ウ
ア

ー
を
引
用
し
て
、
彼
ら
に
体
現
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
的
市
民
性
、
教
養
あ
る
市
民
性
、
人
間
的
、
芸
術
的
市
民
性
が
い
か
に
政
治
と
は
無
縁

の
も
の
で
あ
る
か
、
政
治
に
敵
対
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
、
繰
返
し
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、

マ
ン
が
非
政
治
的
な
ド
イ
ツ
市
民
性
の
正
当
化
の
根
拠
と
し
た
中
位
都
市
市
民
は
、
実
際
に
マ
ン
が
考
え
て
い
た
よ
う
な
存

在
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

や崎
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っ
市
民
」
（
回
C
円
程
円
）

と
い
う
語
は
、
語
源
的
に
は
「
都
市
L

（
回
口
門
間
）

に
関
係
が
あ
り
、
元
来
は
白
出
に
し
て
完
全
な
権
利
を
持
つ
都

市
の
住
民
（
印
Eι
手
口
円
向
。
門
）

つ
ま
り
古
代
や
中
位
の
非
日
由
民
や
半
自
由
民
、
あ
る
い
は
一
時
的
な
寄
寓
者
や
出
稼

ハ
1
）

人
な
ど
と
区
別
さ
れ
る
「
都
市
共
同
体
の
正
規
の
メ
ン
バ
ー
」
と
い
う
法
的
な
概
念
で
あ
っ
た
。
市
民
に
な
れ
ば
、
少
な
く
と
も
法
的
に
は

の
総
称
で
あ
っ
た
。

平
等
の
自
白
身
分
で
統
一
さ
れ
る
。
こ
の
市
民
が
誓
約
共
同
体
を
結
成
し
て
、
都
市
倣
主
に
対
し
革
命
的
反
乱
、

い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ

l
ン
運

動
を
起
こ
し
、
度
々
の
弾
圧
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
に
は
都
市
領
主
権
に
打
ち
勝
っ
て
、
自
治
権
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
白
山

か
つ
独
立
の
人
格
で
あ
る
市
民
が
平
等
の
立
場
で
都
市
自
治
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
に
、
市
民
の
歴
史
的
意
義
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
都
市
白

治
が
完
成
し
て
頂
点
に
達
す
る
の
は
、
中
世
も
末
の
一
四
、

一
五
世
紀
で
あ
る
。

一
六
世
紀
の
初
頭
に
は
、
中
世
末
期
以
来
の
都
市
の
経
済



的
繁
栄
と
そ
れ
に
伴
う
市
民
層
の
成
叫
ん
な
精
神
的
活
動
が
頂
点
に
達
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
都
市
は
次
第
に
領
邦
国
家
の
体
制
に
組
み
込

ま
れ
て
停
滞
し
て
い
く
。
ド
イ
ツ
の
都
市
市
民
の
輝
か
し
い
盛
ん
な
精
神
が
失
な
わ
れ
て
ゆ
く
事
情
を
、

フ
リ
ッ
ツ
・
レ

l
リ
ヒ
の
名
著

『
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
と
市
民
文
化
』
の
中
か
ら
、
少
し
長
く
な
る
が
引
川
し
て
見
て
な
よ
う
。

ー
同
家
内
部
で
作
用
し
た
力
は
、
勝
ち
誇
っ
た
諸
山
氏
、
す
な
わ
ち
封
建
制
の
力
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
国
家
や
小
国
家
に
と
っ
て
、
部
市

と
山
民
は
、
支
配
と
統
治
の
対
象
と
し
て
の
み
意
味
を
も
ち
、
と
も
に
国
家
全
体
を
治
め
、
と
も
に
そ
の
精
神
を
つ
く
る
力
の
源
泉
と
は
み

な
さ
れ
な
か
っ
た
。
（
：
：
：
）
ド
イ
ツ
分
邦
国
家
の
支
配
者
は
諸
伐
と
貴
族
で
あ
り
、
山
己
の
独
立
性
と
引
き
換
え
に
、
官
廷
、
軍
隊
、
行

政
機
構
で
の
指
導
的
な
地
位
を
得
た
者
で
あ
っ
た
。
法
律
家
も
重
要
な
役
訓
を
出
じ
た
。
し
ば
し
ば
市
民
山
身
の
法
律
家
も
い
た
。
し
か
し

彼
ら
は
、
諸
侯
の
傭
人
と
自
覚
す
る
だ
け
で
、
農
村
貴
族
と
な
っ
た
多
数
の
都
市
門
閥
と
ま
さ
し
く
同
様
に
、
市
民
の
出
白
を
忘
れ
去
っ

知
的
基
盤
を
も
破
壊
す
る
に
い
た
っ
た
口
し
か
も
こ
の
破
壊
は
、
事
実
核
心
に
ま
で
達
し
た
。
か
く
し
て
、
ド
イ
ツ
史
上
極
め
て
運
命
的

凸
可
U

た
。
こ
の
よ
う
な
す
べ
て
の
理
由
か
ら
、
ド
イ
ツ
で
は
国
家
へ
の
組
み
込
み
が
、
他
国
と
は
全
く
反
対
に
、
あ
の
古
き
市
民
生
活
の
精
神
的

な
諸
世
紀
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
時
期
に
、
中
世
に
対
外
政
策
上
で
も
非
常
に
輝
か
し
い
活
躍
を
み
せ
た
ド
イ
ツ
市
民
層
、
す
な
わ
ち
都
市
の
商

人
た
る
上
層
市
民
が
政
治
活
動
か
ら
組
織
的
に
追
放
さ
れ
て
活
気
を
失
い
、
政
治
的
に
滅
ん
だ
。
（
：
：
：
）
自
己
の
運
命
を
自
ら
の
手
で
切

り
聞
き
、
広
い
地
域
で
活
躍
し
た
市
民
の
誇
り
高
く
’
毅
然
た
る
生
き
方
に
代
っ
て
現
わ
れ
た
も
の
は
、
そ
れ
に
続
く
数
世
紀
の
臣
民
た
ち
の

狭
量
で
卑
屈
な
態
度
で
あ
っ
た
口
（
：
：
：
）
領
邦
諸
国
家
の
内
部
や
そ
の
狭
間
に
あ
っ
て
ド
イ
ツ
諸
都
市
は
そ
の
後
控
え
目
な
生
活
を
送
っ

ま
た
、

て
い
た
が
、
遂
に
三

O
年
戦
争
が
大
部
分
の
都
市
に
ま
だ
存
続
し
て
い
た
か
な
り
の
繁
栄
の
息
の
根
を
止
め
た
。
今
や
、
だ
が
今
や
初
め
て

わ
れ
わ
れ
が
俗
物
市
民
と
呼
ぶ
陰
険
か
つ
狭
量
な
市
民
層
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
生
活
様
式
は
、
ド
イ
ツ
市
民
階
級
の
後
期
の
堕
落

現
象
で
あ
り
、
市
民
階
級
そ
の
も
の
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
（
：
：
：
）

ド
イ
ツ
都
市
の
あ
の
光
輝
あ
る
精
神
、
そ
し
て
そ
れ
を
と



も
な
い
そ
れ
を
通
じ
て
都
市
で
発
揮
さ
れ
た
あ
の
政
治
能
力
は
、
今
や
抑
圧
さ
れ
、

い
や
反
対
物
に
す
ら
転
化
さ
せ
ら
れ
た
J

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、

マ
ン
が
自
ら
の
正
当
化
の
た
め
の
根
拠
と
し
た
中
世
都
市
市
民
は
、
歴
史
的
現
実
に
お
い
て
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
の
原
理
に
基
づ
い
て
都
市
の
自
治
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
の
政
治
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
自
ら
が
自
ら
の
主
人
と
し
て
、
政
治
、
経
済
、
文

化
の
担
い
手
と
し
て
、
「
誇
り
高
く
毅
然
た
る
生
き
方
」
を
し
て
い
た
。
政
治
H
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
ド
イ
ツ
市
民
に
と
っ
て
、
本
来
、
無
縁

い
や
、
本
来
、
ド
イ
ツ
市
民
の
基
盤
を
成
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
に
こ
そ
都
市
市
民
の
「
光
輝
あ
る
精
神
＼

の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

文
化
、
芸
術
の
華
が
咲
い
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
ド
イ
ツ
市
民
の
非
政
治
性
は
、
ド
イ
ツ
市
民
階
級
の
「
後
期
の
堕
落
現
象
」
で
あ
り
、

「
市
民
階
級
そ
の
も
の
を
特
徴

a
つ
け
る
も
の
で
は
な
い
」
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
注
意
を
向
け
れ
ば
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、

マ
ン
が
保
守

的
な
、
反
デ
モ
グ
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
君
主
主
義
者
か
ら
、
理
性
的
共
和
主
義
者
、
デ
モ
グ
ラ
l
ト
へ
と
一
見
唐
突
に
思
わ
れ
る
転
身
を
遂
げ
た

の
も
、
さ
し
て
不
可
解
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
転
身
を
可
能
に
し
た
の
は
、

マ
ン
が
自
分
の
内
に
自
分
の
基
盤
と
し
て
の
「
市
民
」

一192-

を
、
正
確
に
は
「
中
位
都
市
市
民
」
を
理
念
と
し
て
持
っ
て
い
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。

（五）

徹
底
的
な
白
己
採
求
の
吉
で
あ
る
「
考
察
」
を
書
き
な
が
ら
、

ト
l
マ
ス
・
マ
ン
は
内
分
が
変
り
つ
つ
あ
る
こ
と
、
変
ら
ざ
る
を
得
な
い

こ
と
を
感
じ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
市
民
精
神
が
い
か
に
政
治
H
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
か
か
わ
り
が
な
い
か
、

い
や
、
敵
対
的
で
す
ら
あ
る
か
と
い

う
こ
と
が
、
え
ん
え
ん
六

0
0ペ
ー
ジ
近
く
に
わ
た
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
の
翌
日
の
序
文
（
最
後
に
古
か
れ
た
）
に
お
い
て
、

こ
の
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。
「
人
は
、
心
を
加
わ
す
必
要
が
な
い
事
柄
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら
ず
、
そ
れ
を
自
分
自
身

の
う
ち
に
、
自
分
の
血
の
な
か
に
全
く
持
っ
て
い
な
い
が
ゆ
え
に
関
係
の
な
い
事
柄
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
心
を
煩
わ
し
は
し
な
い

マ
ン
は



も
の
だ
。
」
そ
し
て
、
「
私
自
身
が
、
ド
イ
ツ
の
『
進
歩
』
を
促
す
諸
要
因
を
私
自
身
の
保
守
的
な
内
而
に
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
」

と
自
問
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
後
の
マ
ン
の
転
身
の
可
能
性
が
ほ
の
め
か
さ
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
、

マ
ン
が
理
性
的
共
和
主
義
者
と
し

て
登
場
す
る
ま
で
に
は
、
な
お
四
年
も
の
時
間
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
二
年
十
月
、

マ
ン
は
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の
六

O
歳
の
誕
生
記
念
に
あ
た
り
、
ベ
ル
リ
ン
で
司
ド
イ
ツ
共
和
国
に
つ
い
て
』
と
題
す
る

講
演
を
行
な
う
。
そ
し
て
こ
の
講
演
に
お
い
て
マ
ン
は
、
今
度
は
一
転
し
て
共
和
主
義
者
と
し
て
現
わ
れ
る
む

「
共
和
国
：
：
：
私
の
口
か
ら
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
諸
君
は
ど
う
感
ず
る
だ
ろ
う
か
？
（
：
：
：
）
私
の
怠
闘
は
、
は
っ
き
り
申
し
あ
げ
れ

フ
マ
エ
テ

l
ト

ば
、
必
要
な
か
ぎ
り
諸
君
を
共
和
国
の
た
め
に
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
り
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
呼
ば
れ
、
私
が
人
間
愛
と
呼
ぶ
も
の
の
た
め
に

（

3
）

（

4
〉

獲
得
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
」
そ
し
て
マ
ン
は
、
今
や
ド
イ
ツ
国
民
の
「
内
的
事
実
」
と
な
っ
た
共
和
国
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
の
「
運
命

愛
」
（

ω
B
2
P
E）
を
呼
び
か
け
る
の
で
あ
る
。
先
頃
ま
で
君
臨
し
て
い
た
勢
力
は
追
い
払
わ
れ
、
も
は
や
存
在
し
な
い
口
国
家
は
国
民
一

-193-

人
一
人
の
子
に
委
ね
ら
れ
、
白
分
た
ち
で
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
国
民
生
活
と
政
治
生
活
は
分
離
し
て

お
り
、
何
回
民
は
政
治
生
活
に
は
関
与
せ
ず
、
経
済
生
活
に
、
精
神
生
活
に
没
頭
し
て
い
た
。
し
か
し
今
や
、
凶
家
は
国
民
全
員
の
問
題
と
な

り
、
岡
氏
が
岡
山
本
と
な
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
共
和
国
と
い
う
も
の
な
の
だ
。

マ
ン
は
、
共
和
国
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
対
す
る
ド
イ

ツ
人
一
般
の
抵
抗
は
単
に
言
葉
に
対
す
る
恐
れ
に
す
、
ぎ
な
い
と
一
一
一
口
う
。
共
和
国
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
コ
一
一
門
葉
で
あ
り
、
相
対
的
な
も
の
で
あ

り
、
時
代
に
規
定
さ
れ
た
形
式
で
あ
り
、
必
然
的
な
道
具
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
怠
味
す
る
も
の
は
こ
の
凶
に
縁
の
な
い
ペ
テ
ン
に
違

（

5
u
 

ま
さ
に
子
供
っ
ぽ
い
態
度
に
他
な
ら
な
い
口
」

い
な
い
、
な
ど
と
思
い
込
む
の
は
、

そ
し
て
マ
ン
は
、
共
和
国
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
ド
イ
ツ
人
に
首
肯
さ
せ
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
を
持
ち
出
す
。
彼
は
、
ド
イ

ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
に
は
も
と
も
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
要
素
が
含
ま
れ
て
お
り
、
従
っ
て
共
和
国
は
ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
異
質
な
も
の
で
は
な



い
こ
と
、
人
間
的
、
芸
術
的
、
国
民
的
、
世
界
主
義
的
要
素
の
す
ば
ら
し
い
結
合
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
人
の
魂
の
故
郷
と
い
う
べ
き
ド
イ
ツ
・

ロ
マ
ン
主
義
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
つ
な
ぐ
こ
と
は
可
能
だ
と
い
う
こ
と
を
、

ノ
ヴ
ァ

i
リ
ス
を
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
に
結
び
つ
け
て
引
用
す
る
こ

と
に
よ
り
説
得
し
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
ロ
マ
ン
主
義
の
本
質
を
規
定
す
る
「
死
に
対
す
る
共
感
」
に
触
れ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。「

死
に
対
す
る
共
感
が
悪
徳
の
ロ
マ
ン
主
義
と
化
す
る
の
は
、
死
が
聖
化
し
つ
つ
聖
化
さ
れ
て
、
生
の
う
ち
に
受
容
さ
れ
ず
に
独
立
の
精

神
的
な
力
と
し
て
生
に
対
置
さ
れ
る
場
合
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
死
と
病
気
に
対
す
る
関
心
、
病
理
的
な
も
の
、
没
落
に
対
す
る

（

6
）
 

関
心
は
、
生
に
対
す
る
、
人
間
に
対
す
る
関
心
の
別
種
の
表
現
に
す
ぎ
な
い
よ

t

タ
毛
ル
フ
オ

1
ゼ

「
精
神
の
変
形
の
う
ち
で
、
初
め
に
死
に
対
す
る
共
感
、
最
後
に
生
へ
の
奉
仕
の
決
意
の
う
か
が
わ
れ
る
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
ほ
ど
、

私
た
ち
が
よ
く
心
得
て
い
る
も
の
は
な
い
。
」

そ
し
て
こ
の
、
初
め
に
「
死
に
対
す
る
共
感
」
、
最
後
に
「
生
へ
の
奉
仕
の
決
意
」
と
い
う
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
を
大
規
模
な
思
想
の
闘

-194ー

い
と
い
う
か
た
ち
で
展
開
し
た
の
が
、

一
九
二
四
年
に
発
表
さ
れ
た
小
説
『
魔
の
山
』
で
あ
る
。
こ
の
小
説
は
大
戦
前
か
ら
既
に
書
き
始
め

ら
れ
て
お
り
（
一
九
二
二
年
執
筆
開
始
）
、
時
期
的
に
も
、
テ
ー
マ
の
上
で
も
、
『
考
察
』
、
『
ド
イ
ツ
共
和
国
に
つ
い
て
』
と
宿
桜
な
関
係
に

あ
る
。可

魔
の
山
』
の
形
式
の
た
め
に
幸
福
だ
っ
た
の
は
、
「
戦
争
に
強
い
ら
れ
て
、

PU分
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
ん
十
寸
面
的
に
検
討
し
た

こ
と
、
す
な
わ
ち
、
『
非
政
治
的
人
間
の
考
察
』
と
い
う
良
心
に
関
す
る
廿
の
折
れ
る
作
品
を
書
い
て
お
い
た
こ
と
だ
が
、
こ
の
作
品
の
お

か
げ
で
、
こ
の
長
篇
小
説
か
ら
、
重
苦
し
く
思
い
わ
ず
ら
う
と
い
う
一
書
厄
介
な
こ
と
を
取
除
い
た
、
な
い
し
は
、
小
説
の
た
め
に
な
る
よ

（

8
J
 

う
に
遊
戯
的
な
取
扱
い
を
し
て
、
構
成
的
に
熟
し
た
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
」
と
マ
ン
は
後
に
述
べ
て
い
る
。



物
語
と
し
て
は
、

一
人
の
「
単
純
な
」
青
年
、

ハ
ン
ス
・
カ
ス
ト
ル
プ
が
、
故
郷
ハ
ン
ブ
ル
ク
か
ら
ス
イ
ス
の
ダ
ヴ
ォ
ス
へ
行
き
、

サ
ナ

ト
リ
ウ
ム
で
療
養
し
て
い
る
従
兄
を
見
舞
う
が
、
自
分
も
肺
を
病
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
ま
ま
そ
こ
に
宿
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て

は
じ
め
三
週
間
の
予
定
で
あ
っ
た
ハ
ン
ス
・
カ
ス
ト
ル
プ
の
滞
在
は
七
年
間
に
も
及
び
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
と
と
も
に
彼
は
山
を
降

り
る
の
で
あ
る
。
筋
と
し
て
は
こ
れ
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
ス
イ
ス
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
、

一
九
一
四
年
店
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
象

味
は
く
さ
っ
た
、

徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
熟
し
切
っ
た
平
和
に
あ
き
、
い
つ
で
も
死
の
舞
踊
に
赴
く
用
意
の
あ
る
、
表
向
き
は
繁
栄
し
て
い
る
が
中

〈

9
〉

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
投
影
」
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
で
、
生
と
死
、
健
康
と
病
い
、
光
と
関
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
反
動
の

問
の
思
想
的
闘
い
が
、
「
単
純
な
」
青
年
、
思
想
的
に
は
白
紙
状
態
の
ハ
ン
ス
・
カ
ス
ト
ル
プ
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

イ

タ
リ
ア
人
の
人
文
主
義
者
ゼ
テ
ム
プ
リ
l
ニ
は
、
啓
蒙
思
想
の
子
で
あ
り
、
合
理
主
義
者
、
進
歩
の
弁
士
で
あ
る
。
彼
は
明
ら
か
に
「
文
明

の
文
士
L

を
表
わ
す
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
ジ
ェ
ズ
イ
ッ
ト
、
ナ
フ
タ
は
非
合
理
主
義
者
、
進
歩
の
敵
で
あ
る
。

ハ
ン
ス

F
h
d
 

A
可
U

・
カ
ス
ト
ル
プ
は
、
こ
の
二
人
の
教
育
者
に
は
さ
ま
れ
て
、
思
怨
的
に
教
育
さ
れ
成
長
し
て
い
く
。
し
か
し
彼
は
ど
ち
ら
に
も
与
す
る
こ
と

は
し
な
い
。
そ
し
て
決
定
的
な
悟
り
に
達
す
る
の
は
、
雪
の
中
を
ス
キ
ー
で
散
歩
に
出
か
け
、
吹
雪
に
遭
っ
て
死
に
そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
見

た
二
つ
の
夢
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

一
つ
は
南
国
の
美
し
い
海
辺
の
景
色
と
、
そ
こ
に
い
る
美
し
く
、
健
康
的
な
、
聡
明
な
、
幸
福
な
人
達
の

光
景
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
そ
の
光
景
の
背
後
に
あ
る
神
殿
の
内
部
で
、
年
老
い
た
醜
い
女
が
二
人
、
幼
児
を
引
き
裂
い
て
肉
片
を
貧
り

食
っ
て
い
る
血
の
饗
宴
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
に
彼
は
、
死
は
生
の
中
に
合
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
死
よ
り
も
強
い
の
は
理
性
で
は
な

く
愛
で
あ
る
こ
と
を
悟
る
の
で
あ
る
。

「
人
聞
は
対
立
物
の
主
で
あ
り
、
対
立
物
は
人
間
に
よ
っ
て
存
在
す
る
。
従
っ
て
人
間
は
そ
れ
ら
よ
り
も
高
貴
な
の
だ
。
」

「
人
聞
は
善
意
と
愛
の
た
め
に
、
そ
の
思
考
に
対
す
る
支
配
権
を
死
に
譲
り
渡
す
べ
き
で
は
な
い
。
」



し
か
し
、

ハ
ン
ス
・
カ
ス
ト
ル
プ
は
な
お
も
魔
の
山
に
留
り
続
け
、
彼
が
山
を
降
り
る
に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
が
必
要
で
あ
っ

た。
『
魔
の
山
』
は
、
死
に
対
す
る
共
感
を
く
ぐ
り
抜
け
た
マ
ン
の
、
生
へ
の
、
未
来
へ
の
、
愛
へ
の
信
仰
告
白
で
あ
り
、

マ
ン
の
作
品
と
発

展
に
お
い
て
新
し
い
方
向
と
転
回
点
を
示
す
も
の
で
あ
る
口

結

五日
一ゴ二
H

ト
l
マ
ス
・
マ
ン
の
初
期
の
作
品
に
お
け
る
「
市
民
」
と
「
芸
術
家
」
（
又
は
「
生
」
と
「
精
神
」
）

の
対
立
の
テ
l
マ
は
、
社
会
に
お
け

る
現
実
的
、
実
際
的
な
活
動
と
は
無
縁
で
、
審
美
的
な
精
神
の
世
界
に
の
み
生
き
る
芸
術
家
存
在
に
対
す
る
マ
ン
の
倫
理
的
疑
惑
か
ら
生
じ

た
も
の
で
あ
り
、
早
く
か
ら
作
品
に
現
わ
れ
る
「
市
民
に
対
す
る
愛
」
は
、

マ
ン
の
倫
理
性
が
「
市
民
」
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

-196-

一
不
す
も
の
で
あ
る
。

寸
ブ
デ
ン
ブ
ロ

l
ク
家
の
人
々
』
の
意
義
は
、
こ
れ
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
マ
ン
が
、
文
化
と
芸
術
の
担
い
手
と
し
て
の
「
市
民
」
が
白

分
の
存
在
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
る
、

と
認
識
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
し
こ
の
時
期
に
は
、

っ
市
民
性
」
は
ま
だ
内
的
な
、
倫
理
的
、

審
美
的
な
価
値
と
し
て
し
か
捉
え
ら
れ
ず
、
社
会
的
、
政
治
的
内
容
を
得
る
の
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
、

ワ
イ
マ

l
ル
時
代
以
後
で
あ
る
。

戦
争
中
に
書
か
れ
た
『
考
察
』
に
お
い
て
マ
ン
は
、
ド
イ
ツ
市
民
精
神
は
政
治
H
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

と
は
本
来
的
に
無
縁
で
あ
る
、
と
執
劫
に
主
張
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
四
年
後
に
は
デ
モ
ク
ラ
l
ト
た
る
こ
と
を
宣
一
一
目
す
る
の
で
あ

（
両
者
は
マ
ン
に
と
っ
て
は
同
一
の
も
の

で
あ
る
）

る
。
こ
の
一
見
唐
突
に
思
わ
れ
る
転
身
を
可
能
に
し
た
の
は
、

マ
ン
が
自
分
の
存
在
の
基
盤
と
し
て
も
っ
て
い
た
理
念
と
し
て
の
「
市
民
」
、

正
確
に
は
「
中
世
都
市
市
民
」
で
あ
っ
た
。



ワ
イ
マ

l
ル
共
和
国
、
上
に
君
臨
す
る
何
者
も
な
く
、
自
ら
が
自
ら
の
主
人
と
な
っ
た
国
家
、
国
民
一
人
一
人
の
手
に
そ
の
運
命
が
委
ね

の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
あ
っ
た
。
中
世
都
市
（
国
家
）
を
拡
大

し
た
も
の
が
共
和
国
な
の
で
あ
っ
た
。
中
世
都
市
市
民
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
原
理
に
則
っ
て
都
市
自
治
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
の
、
本
来
、
政

ら
れ
る
に
至
っ
た
国
家
は
、

マ
ン
に
と
っ
て
は
ま
さ
し
く
、
中
世
都
市
（
国
家
）

治
的
、
経
済
的
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
盛
ん
な
光
輝
あ
る
精
神
に
よ
っ
て
、
文
化
、
芸
術
も
栄
え
た
の
で
あ
る
。
っ
市
民
L

、
「
市
民
性
」
を

非
政
治
的
な
も
の
と
す
る
考
え
方
は
、
ド
イ
ツ
の
歴
史
に
根
ざ
し
た
歪
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
に
マ
ン
は
気
づ
く
の
で
あ
る
。
後
年
述
べ
て

（

1
）
 

い
る
よ
う
に
、
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
す
べ
て
の
道
徳
と
文
化
の
諸
々
の
土
台
お
よ
び
支
柱
と
同
じ
も
の
で
あ
る
」
こ
と
、
「
政

（

2
）
 

治
そ
れ
自
体
は
、
そ
れ
な
く
し
て
は
精
神
が
腐
敗
堕
落
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
の
、
精
神
の
道
徳
性
に
他
な
ら
な
い
」
こ
と
に
マ
ン
は
気
づ
く

の
で
あ
る
。

「
市
民
」
、
「
中
世
都
市
市
民
L

を
理
念
と
し
て
も
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
マ
ン
は
、
政
治
H
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
「
本
来
的
」
に
無
縁
で
あ

っ
た
市
民
像
を
修
正
し
、
政
治
、
経
済
、
文
化
の
担
い
手
と
じ
て
の
本
来
の
市
民
像
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
中
世
都
市
（
国
家
）

-HJ7-

を
拡
大
し
た
も
の
と
し
て
の
ワ
イ
マ

l
ル
共
和
風
は
、

の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
擁
護
の
実
践
活
動
が
始
ま
る
。
講
演
『
ド
イ
ツ
共
和
国
に
つ
い
て
』
は
そ
の
宣
言
な
の
で
あ
っ
た
。
市
民
で
あ
る
こ
と
は

マ
ン
に
と
っ
て
ま
さ
に
擁
護
す
べ
き
も
の
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
こ
れ
以
後
、

-c< 

ン

人
間
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
人
間
で
あ
る
こ
と
は
市
民
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
口
従
っ
て
、
「
市
民
性
」
を
追
求
す
る
こ
と
は
「
人
間
性
L

（同

E
R
E
－S片）
を
追
求
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
だ
。
こ
の
新
し
く
獲
得
さ
れ
た
認
識
は
こ
れ
以
後
、
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ

ぅ
。
こ
の
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

マ
ン
は
フ
マ
ニ
テ
l
ト
の
正
に
対
極
で
あ
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
も
断
回
闘
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ

た。
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台
∞

i
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古
木
順
三
訳
『
全
集
K
』
一
三
ニ
二
瓦

マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ

l
パ
l
は
一
八
九
五
年
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
教
授
就
任
講
演
で
、
経
済
的
に
強
力
な
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ

l
の
政
治
的
無
力
と

い
う
問
題
を
次
の
よ
う
に
強
調
し
た
。
「
経
済
的
に
没
落
し
つ
つ
あ
る
階
級
が
政
治
の
支
配
権
を
握
っ
て
い
る
の
は
危
険
で
あ
っ
て
、
そ
う
し

た
状
態
が
長
引
く
と
国
民
の
利
益
と
あ
い
い
れ
な
く
な
る
。
：
：
：
し
か
し
そ
れ
よ
り
も
い
っ
そ
う
危
険
な
の
は
経
済
的
力
が
あ
る
附
級
の
子
に

移
っ
て
ゆ
き
、
そ
れ
と
と
も
に
そ
の
階
級
に
は
政
治
の
支
配
権
を
握
る
見
通
し
が
聞
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
階
級
が
同
家
を
支
配

で
き
る
ほ
ど
政
治
的
に
成
熟
し
て
い
な
い
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
こ
の
二
重
の
危
険
な
事
態
が
現
在
の
ド
イ
ツ
を
脅
か
し
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
実
は
こ
の
点
に
こ
そ
、
わ
が
国
に
迫
っ
て
い
る
危
機
の
実
相
を
解
く
鍵
が
あ
る
。
」
木
谷
勤
『
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
史
研
究
』
（
背
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書
店
、
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｜
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